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　富士見グリーンカル
チャーセンターで富士
見太鼓の打初め公演が
行われました。
　会場の外まで力強い
太鼓の音が響き、新た
な年の幕開けを感じさ
せました。■1月20日（日） 富士見太鼓
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　首都圏の学生を対象
に地元の企業や事業所
の魅力を紹介するセミ
ナーを東京都の「銀座
NAGANO」で初めて開
催しました。
　当日は多くの来場者
が様々な企業の説明に
意欲的に耳を傾けてい
ました。

■1月26日（土） 富士見町
　地元企業研究セミナー

　町内に自生するアツ
モリソウの保存再生活
動について、県、町、
町アツモリソウ再生会
議、（株）ニチレイが、
パートナーシップ協定
を結びました。
　今後もより一層の連
携のもと、活動を進め
ていきます。

■2月4日（月） 生物多様性保全
　パートナーシップ協定締結

　20人を超える町猟
友会の皆さんのご協力
のもと、銃器による有
害鳥獣の一斉駆除が始
まります。
　山林に立ち入る際は
目立つ服装を心掛ける
など、注意をお願いし
ます。

■2月16日（土） 
　有害鳥獣一斉駆除 出陣式

「わが東都高原富士見会は、昭和30年富士見
町々制施行に呼応して東都在住の富士見町出身
者を以って結成されたもので常に郷町と連係を
保ちつつ発展を続けているのであります。この
度私どもは明治百年記念植樹を以て富士見町の
駅と公民館とを飾ることにしました。今後毎春
絢爛と咲き出る躑躅は郷土と本会との温かい握
手となって永遠にその誇り高い香気を放ち続け
ることでありましょう。」

　　昭和43年10月3日　植樹委員長
　　　　　　　　　　　医学博士　雨宮　白 ▲東都高原富士見会「明治百年記念植樹之

　碑」は町民センター横にあります。


